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　世羅町では、町民の教育に対する関心と理解を深め、学校、家庭及び地域社会が連
携して本町教育の充実と発展を図ることにより、心豊かでたくましく、確かな学力を
備えた明日の社会を担う子どもたちを育成するとともに、町民が生涯にわたって自
ら学び、地域社会の振興に主体的に参加する人づくりを進めるため、平成25年度に
「せら教育の日」を定めました。また、せら教育の日の趣旨にふさわしい取組を行う

期間として、11月をせら教育月間としました。本年度も、児童・生徒の表現力と学校文化
の向上を目的として、11月１日（水）に「輝く　せらの学校文化発表会」を開催しました。

たくさんのご来場ありがとうございました。

美しい
ハーモニーが
響きました。

オープニング　世羅高等学校　吹奏楽部：「オーディナリー・マーチ」「第九Brass Rock」「ブルー・リッジ・サガ」

プログラム①　せらにし小学校　和太鼓演奏：「せらにし小　太鼓」

凛とした
表情がキラリ。

【発表の部】
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プログラム⑤　世羅小学校　合唱、合奏：「空」「情熱大陸」

プログラム②　せらひがし小学校　表現、合唱：「せらひがしの宝～かがやくふるさと～」

プログラム③　甲山中学校　プレゼンテーション、源流太鼓、せらまち音頭：「愛郷崇祖～想い繋げて～」

プログラム④　甲山小学校　鼓笛演奏：「ミッキーマウスマーチ」「聖者の行進」「鉄腕アトム」「IN THE MOOD」

地域の宝を守り、引き継ぐ郷土愛を育んでいる　せらひがしっ子。

気迫のこもった、力強い太鼓の響き。

サンバのリズムが、響き
わたった世羅小の合奏。

動きの
そろった
見事な
鼓笛隊。
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プログラム⑥　世羅中学校　合唱　歌い継ぐ私たちの誇り：「世羅中学校校歌」「大地讃頌」他

プログラム⑦　世羅西中学校　組曲：「明神の舞」

全校生徒が心をひとつにして
歌声を響かせました。

【展示の部】

◎一生懸命に表現している姿に感動しまし
た。世羅の子ども達が大きく育っている
のが嬉しいです。

◎世羅町内の小中学校の児童・生徒が各校
の特色・伝統を一人一人、自信を持って
発表している姿に感動しました。日頃の
先生方の指導が児童・生徒の姿を通して
伝わってきました。

◎各学校とも児童・生徒は一生懸命に練習
したのだろうという姿が見えます。今後
も、この会がますます発展する

　ことを願います。

アンケートにご協力いただき、
� ありがとうございました！

せら文化センター	 ロビー	 10月25日（水）～11月		6日（月）
せらにしタウンセンター	 町民ギャラリー	 11月		8日（水）～11月14日（火）

ふるさとへの
思いを
表現した
明神の舞。
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　現在、外出支援事業（タクシー助成券）と高齢者運転免許証自主返納支援事業（せらまちタクシー利用
券）をそれぞれ交付していますが、平成30年４月から、この２つの事業を統合し、共通利用券を発行予
定です。
　これにより次のように変更予定です。

○なお、平成30年3月末までに助成券・利用券の交付を受けられた方は、平成30年4月からの共通利用券
交付申請は不要です。 

※町で対象者かどうか確認し、引き続き対象となる方には利用券を郵送します。（詳しくはお問い合わせ
ください。）
　

【お問い合わせ先】福祉課　高齢者支援係　☎２５－００７２      
　　　　　　　　　企画課　自治振興係　　☎２２－３２０６

　世羅町に住所を有し、現に居住している方で、下記のいずれかに該当する方（介護施設に入所
中の方は対象になりません。ただし、ケアハウス入所者は対象になります。
１．介護保険の要介護「１～５」     
２．身体障害者手帳「１級、２級、３級」     
３．療育手帳「Ⓐ、A、Ⓑ」     
４．精神障害者保健福祉手帳「１級、２級」     
５．65歳以上で公安委員会へ運転免許証を有効期間内に返納し、
　　運転経歴証明書等の交付を受けた方

二重線部分は平成30年４月１日から対象予定です。

　　　世羅町外出支援事業と高齢者運転免許証
� 自主返納支援事業を統合予定です。

平成30年
4月から

事業名 申請窓口 助成内容 利用車両

平
成
30
年　
　
　
　

　
　
3
月
31
日
ま
で

外出支援事業 福祉課
タクシー助成券交付 

　（1枚450円） 
　最大21,600円

一般タクシー
介護タクシー

高齢者運転免許証 
自主返納支援事業 企画課

せらまちタクシー利用券交付 
（1枚300円） 

30,000円（1回限り）
せらまちタクシー

平
成
30
年　
　

４
月
１
日
か
ら

外出支援事業
（仮称） 福祉課

共通利用券を毎年度交付 
（1枚300円） 
最大30,000円

一般タクシー
介護タクシー

せらまちタクシー

今お持ちのタクシー助成券、せらまちタクシー利用券は平成30年3月末までしか利用
できません。お早めにご利用ください。



補助金の対象外

補助金の対象

専用住宅または
店舗等の併用住宅

の排水処理

保守点検（年3回以上）
及び清掃（年1回以上）
を実施している　　※3

合併浄化槽の
設置目的は

合併浄化槽
※1

浄化槽の大きさが
20人槽以下

単独浄化槽
※2

設置されている浄化槽は

工場・事務所など
（住宅以外）
の排水処理

法定検査（年1回）
を受検している　※4

いいえ

いいえ
いいえ

はい

はい
はい

※１　「し尿処理」と
「生活雑排水」
を併せて処理す
る浄化槽

※２　「し尿処理」の
みを単独で行う
浄化槽

※３　法律上、浄化槽
の保守点検を自
ら行うか業者に
委託して、4か月
に1回以上の定
期点検と年1回
以上の清掃を行
うことが義務付
けられている

 
※４　処理水の水質に

ついて、毎年１
回定期的に行う
定期検査
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　浄化槽は、微生物の働きを利用して生活排水とトイレの汚水を処理しており、微生物が活動しやすい
環境に保つことが大切です。そのためには、浄化槽法で定められた保守点検・清掃・法定検査（11条検
査）を実施する必要があります。
　この補助金制度は、住宅等に設置されている合併処理浄化槽の維持管理に要した費用の一部を助成する
ことにより、適正な維持管理を行っていただくことを目的とするものです。
１　対象となる区域
　公共下水道供用開始の告示済区域と農業集落排水処理区域を除く町内全域
２　対象となる方
　下記の条件をすべて満たしている場合が対象となります。
　○町内の下水道等の供用開始区域以外の地域で合併処理浄化槽を設置していること
　　（注）し尿のみを処理する単独浄化槽は対象となりません。
　○20人槽以下の合併浄化槽を設置している専用住宅又は併用住宅であること
　○世羅町に住民票を有する方が使用されている浄化槽であること
　○浄化槽の設置工事の前に設置届を提出していること 
　○保守点検・清掃・法定検査（11条検査）を適正に実施していること
　○賃貸を目的とした住宅等でないこと
　　（借家に居住されている方が浄化槽の維持管理を行っている場合は対象となります。）
　○町税等の滞納がないこと
　　⇒なお、対象となる方には、平成30年1月下旬に町から申請書類を送付します。
※補助金の受給に関するフローシート

合併浄化槽維持管理費補助金制度



①補助金申請 ②料金の支払状況
　実施状況の確認

※料金の支払状況及び業務実施内容を確認するため、交付決定まで時
間を要する場合がありますので、ご了承ください。

⑤請求書の提出

④交付決定 ③回答

⑥補助金の支払

◆補助金の算定方法　例
５人槽を設置され、世帯構成員数が３人の場合（法定検査を４月以降に実施されたケース）

■100円未満の端数切り上げのため、11,200円が今年度の補助金額となります。

この部分が補助金対象額となります。
 維持管理費合計額 － 使用料相当額 ＝ 補助金対象額
 50,000円 － 38,880円 ＝ 11,120円

浄化槽維持管理費合計
50,000円

法定
検査

保守点検
15,000円

5,000円

清掃
30,000円

年間農業集落排水使用料相当額
38,880円

使用料相当額
38,880円

○保守点検業者
　　及び清掃業者

○法定検査機関申　
請　
者

町
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３　補助額
　つぎの補助金算出方法により補助します。
　平成29年1月から12月までの間に実施された保守点検・清掃・法定検査（11条検査）の合計額から、
世帯構成員（平成29年7月1日時点で町内に住所を有する方）の合計を基に算定する「年間農業集落排水
使用料相当額」を差し引いた額で、上限を50,000円（100円未満の端数切り上げ）とします。

※１　算定の結果、法定検査料金以下となった場合は、法定検査料金相当額が補助金額となります。
※２　平成29年1月から３月末までに実施された法定検査料金は7,000円、４月以降に実施された法定検

査料金は5,000円となります。
　　　また、検査機関は３月までは「広島県環境保全センター」が、４月以降は「広島県浄化槽協会」が

検査を実施しています。

４　申請期間	 	 	 	
　　平成30年1月下旬から平成30年３月10日まで
５　申請方法
　　申請書に必要事項を記載して、環境整備課に提出してください。
６　補助金を交付するまでの流れ

世帯構成員数 年間農業集落排水使用料相当額 世帯構成員数 年間農業集落排水使用料相当額
1人 25,920円 6人 58,320円
2人 32,400円 7人 64,800円
3人 38,880円 8人 71,280円
4人 45,360円 9人 71,280円
5人 51,840円 10人以上 71,280円

【お問い合わせ先】　環境整備課　☎２２－４５１３
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○：通常収集、直接搬入可　　△：直接搬入のみ可　　×：収集なし、直接搬入も不可

○甲世衛生組合エコワイズセンターへの【可燃ごみ】直接搬入は、29日（金）までです。
　持ち込む際には事前に連絡が必要です。
　（搬入時間　9時30分～11時） 
　甲世衛生組合エコワイズセンター　　☎23-0551

○三原広域市町村圏事務組合不燃物処理工場への【資源化ごみ、不燃ごみ】直接搬入は30日
（土）までです。
　（搬入時間　8時30分～16時30分）　※ただし、12時から13時は受入不可
　三原広域市町村圏事務組合不燃物処理工場　　☎32-7262

○年始の収集、直接搬入の受入は、１月４日（木）から開始します。

　不燃ごみについて、以下の地域は１月の収集はありませんので、２月の収集日にお
出しいただくか、不燃物処理工場に直接、搬入してください。ご不便をおかけします
が、よろしくお願いいたします。

　甲山地域：西上原・伊尾・小谷・青近・別迫・赤屋
　
　世羅地域：本郷（栄町）・東神崎・西神崎・青山・三郎丸
　　　　　　安田・戸張・徳市
　　　　　　青水・賀茂・重永・田打・京丸・中原・堀越
　　　　　　黒渕・津口

　年末・年始のごみの収集は、次のとおりです。

【お問い合わせ先】環境整備課　☎２２－４５１３

12月29日 30日 31日 1月1日 2日 3日 4日

（金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）

可燃ごみ ○ × × × × × ○

資源化ごみ ○ △ × × × × ○

不燃ごみ ○ △ × × × × ○

年末年始のごみの収集について
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－ 水は限りある資源ですので大切に使いましょう －

水道管にも を!!防寒対策

【お問い合わせ先】	 上下水道課　上水道係　☎２２－０５３３

　自然に溶けるのを待つか、凍った部分にタオルをかぶせて、 
その上から「ぬるま湯」をゆっくりかけてください。 
※直接熱湯をかけると水道管や蛇口が破裂することがありますので、ご注意くだ
さい。

 ●凍ってしまったとき

　「低温注意報」が出た夜などは、特に注意して再点検しましょう。
　破裂は、管の中が凍り水が膨張して管がそれに耐えられなくなった状態で、昼間と夜間の温度差が激し
く、気温がマイナス４℃以下になったときに起こるものです。

 ●天気予報に注意

●水道管がむきだしになっているもの      　●屋外にあるもの
●北向きの日陰にあるもの                 　　 ●風当たりの強い所にあるもの
※また、夏場に重宝していた太陽熱温水器も今一度点検しましょう。

 ●凍りやすい水道管

　気温がマイナス４℃以下（風当たりの強い
所はマイナス１～２℃）になると、水道管の
中が凍る、管が破裂する等の事故が多くなり
ます。	
　寒い冬は、必ず防寒して水道管の凍結
に備えましょう。
【凍結を防ぐ方法】
　凍結を防ぐためには、水道管や蛇口に保温材や布切れ等を巻き、上からビニールテープ等ですき間なく
巻いて保温することが重要です。濡れているとそこから凍結します。

 ●水道管を凍らせないように

　全ての水道蛇口を締めた状態で、パイロットが
回転している場合は、水漏れがあります。

　水道管の水漏れは、いつ発生するか分かりません。 
　定期的に水道メーターを確認し、水道水の節水に
努めてください。 

　水道管の破裂、水漏れを発見された場合は、止水栓を閉めてください。	
　止水栓の場所がわからない場合は、破裂した部分にタオルかビニールテープを巻付け応急手当をし、最
寄りの指定給水装置工事事業者へ連絡しましょう。

 ●ご家庭の水道メーターによる水漏れ確認方法
パイロット
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年金相談の開設
１　日　　時　　1月18日（木）10時～15時30分（完全予約制）
２　場　　所　　世羅町役場　２階会議室
３　相談内容　　年金受給に関すること等、年金制度一般（社会保険労務士が担当します。）
４　申込み等　　直接ご本人様より三原年金事務所へお願いします。
　　　　　　　　（問い合わせの際に、年金手帳または、年金証書をお手元に準備されておくことをお勧めします。）

【お問い合わせ先】　日本年金機構三原年金事務所　☎0848－63－4111　※音声案内番号１⇒２
　　　　　　　　　　総務課　町民係　　　　　　　☎22－5302
　　　　　　　　　　せらにし支所　生活課　　　　☎37－2111

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において社会保険料控除の対象となります。
　　（その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象です。）
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が必要です。このため、国
民年金保険料を納付したことを証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が日本年金機構か
ら送付されます。
〔送付時期〕
○平成29年1月1日から９月30日までに納付された方���平成29年11月上旬
　（※10月以降の保険料は納付見込額として表記されます。）
○平成29年10月1日から12月31日までに今年初めて納付された方��平成30年２月上旬
　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）が必要です。無くさないようにしてくだ
さい。
　なお、ご家族分の国民年金保険料を納付された場合も、本人の社会保険料控除に加えて申告することが
できます。申告の際に、ご家族の控除証明書を添付してください。

＜お問い合わせ先＞
　ねんきん加入者ダイヤル
　☎０５７０－００３－００４（ナビダイヤル）
　※０５０から始まる電話でおかけになる場合は、０３－６６３０－２５２５
＜受付期間＞
　平成29年11月１日（水）～平成30年３月15日（木）
＜受付時間＞
　○月～金曜日　８時30分～19時
　○第２土曜日　９時～17時
　祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月3日は、ご利用いただけません。

【お問い合わせ先】　日本年金機構　三原年金事務所　☎０８４８－６３－４１１１
　　　　　　　　　　総務課　町民係　　　　　　　　☎２２－５３０２
　　　　　　　　　　せらにし支所　生活課　　　　　☎３７－２１１１

「社会保険料（国民年金保険料）
 控除証明書」が送付されます

～～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～～

※今年度は、奇数月の第3木曜日に開設します。
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年末火災予防運動実施中！

�マイナンバーの確認書類をお持ちですか？

差出有効期限切れのマイナンバーカード交付申請用封筒の取扱いについて

12月15日（金）～12月31日（日）
　防火標語（平成29年度全国統一防火標語）
　『 火の用心　ことばを形に　習慣に 』
　年末は何かと慌ただしく、火の取り扱いもおろそかになりがちです。
　また空気が乾燥し、風も強く火災の起こりやすい時季でもあります。
　あなたの家庭から、職場から火事を出さないよう「火の用心」に努め、明るい新年を迎えましょう。
【お問い合わせ先】　三原市消防署北部分署　　☎２２－３７３７　
　　　　　　　　　　世羅西出張所　　　　　　☎３７－２７１７

通知カード
　紙のカードで、あなたのマイナンバー、住所、
氏名、生年月日、性別等が記載されております。
　顔写真は記載されておらず、本人確認書類には
なりません。

マイナンバーカード
　あなたのマイナンバー、住所、氏名、生年月日、
性別の他、顔写真が記載されております。
　顔写真が記載されていることで、本人確認書類
にもなります。

【通知カードを紛失した場合】
通知カードの再交付����町民係または支所生活課窓口で、再交付手続きをしてください。
　　　　　　　　　　　　　（手数料500円）＊受取りまで約1か月かかります。
マイナンバーカードの申請�「個人番号カード交付申請書」により申請してください。
　　　　　　　　　　　　　　交付申請書を紛失した場合は、役場窓口にて発行します。
　　　　　　　　　　　　　（初回手数料は無料）＊受取りまで約1か月かかります。
住民票での確認������緊急に番号が必要な場合は、マイナンバー入りの住民票で確認ができます。
　　　　　　　　　　　　　（手数料300円）

　「通知カード」または、「個人番号カード交付申請書」と同封されている“マイナンバーカード交
付申請用封筒”の差出有効期限が平成29年10月4日になっている場合でも、平成31年5月31日まで
切手を貼らずにそのまま使用することができます。

【お問い合わせ先】総務課　町民係　☎22-1111　　せらにし支所　生活課　☎37-2111

税申告や各種手続きでマイナンバーが必要です

（表）

（表）

（裏）

（裏）

マイナンバー

マイナンバー
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障がい児･者つうしん
特別編

障害のある人の　「働きたい！」を応援する
　従業員が50人以上の会社では、障害のある従業員を、全体の2.0％以上雇用することが義務付けられて
います。また平成30年4月からは、その割合が2.2％以上に引き上げられ、精神障害者も算定基準に加わ
るなど、障害のある人の雇用の拡大が図られています。
　そこで、町内で積極的に障害者雇用をされている（株）すまいるエブリイ世羅集荷場と、公立世羅中央
病院を紹介します。雇用する側・される側それぞれの方から、障害のある人が働く上でのサポートや仕事
に対する思いについて、お話を伺いました。

  

仕
事
の
内
容
は
？

  

農
作
業
が
中
心
で
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ト
マ

ト
、
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
た
く
さ
ん
の
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、

町
内
の
農
家
の
方
が
、
集
荷
場
に
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
る
農
産
物
の
仕
分
け
作
業
や
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
袋
詰
め
な
ど
の
作
業
も
行
い
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ブ
リ
イ
の
各
店
舗

へ
送
っ
て
い
ま
す
。

  

ど
の
よ
う
な
方
々
が

   

雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
知
的
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
現
在
は
５
人

の
方
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

  

み
な
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
は
？

　
始
業
時
間
よ
り
早
め
に
出
勤
し
て
、
掃
除

や
準
備
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
年
か
ら
新
し
く
２
人
が
加
わ
り
、
立
ち

上
げ
か
ら
の
３
人
は
教
え
る
側
に
な
り
ま
し

た
。
新
メ
ン
バ
ー
が
困
っ
て
い
た
ら
指
示
を

出
し
て
く
れ
た
り
、
本
を
読
ん
で
積
極
的
に

農
業
を
学
ぼ
う
と
い
う
姿
勢
が
現
れ
た
り
と
、

「
働
く
」
と
い
う
意
識
が
強
く
な
ら
れ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
５
人
で
仕
事
を
す
る
チ
ー
ム
と
し
て
、
と

て
も
良
い
関
係
が
築
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

  

障
害
者
雇
用
の
は
じ
ま
り
は
？

　

親
会
社
で
あ
る
エ
ブ
リ
イ
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
店
舗
で
の
雇
用
を
考
え
た
時
、

障
害
の
特
性
に
対
す
る
知
識
が
少
な
く
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
任
せ
た
ら
よ
い
の
か
、
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
分
か
ら
ず
、
受
け
入

れ
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
ま
ず
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
力
を

発
揮
で
き
る
場
と
し
て
、
特
例
子
会
社
を
作

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

社
内
で
も
た
く
さ
ん
活
躍
で
き
る
場
が
増
え

れ
ば
、
と
い
う
思
い
で
し
た
。
世
羅
集
荷
場

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
福
山
に
あ
る
引
野
加
工
場
で
は
、
野
菜
の

袋
詰
め
加
工
を
し
な
が
ら
、
時
間
が
あ
る
時

に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
店
舗
で
一
緒

に
品
出
し
や
清
掃
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
積
極
的
に
社
員
の
見
学
を
受
け
入
れ
た

り
、
社
内
の
研
修
の
場
と
し
て
利
用
し
て

も
ら
っ
た
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
う
ち
に
、

サポートスタッフ
山口さん（左）、宮迫さん（右）に
 お話を伺いました。

　
（
株
）す
ま
い
る
エ
ブ
リ
イ
は（
株
）エ
ブ

リ
イ
の
特
例
子
会
社
で
、
世
羅
集
荷
場
は

平
成
27
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
雇
用
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
、
力
を
合
わ
せ
て

お
仕
事
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。

（株）すまいるエブリイ
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※
就
労
移
行
支
援

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
、

就
職
に
向
け
た
生
産
活
動
や
職
場
体
験

実
習
、
そ
の
他
、
就
労
の
た
め
に
必
要

な
知
識
や
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
を

行
っ
た
り
、
求
職
活
動
に
関
す
る
支
援
、

就
職
後
の
職
場
定
着
の
た
め
の
支
援
な

ど
、
一
般
就
労
の
た
め
に
必
要
な
様
々

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

「
助
か
っ
た
か
ら
、
ま
た
お
願
い
で
き
な
い

か
な
」
と
、
少
し
ず
つ
店
舗
側
か
ら
受
け
入

れ
ら
れ
、
徐
々
に
店
舗
で
の
雇
用
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
関
わ
り
の
機
会
を
増

や
し
た
こ
と
で
、
み
ん
な
か
ら
の
理
解
が
得

ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
約
50
人

が
ス
ー
パ
ー
の
店
舗
で
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

雇
用
前
に
心
配
し
て
い
た

 

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
障
害
の
あ
る
方
と
一
緒
に
働
い
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
任
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
、

ど
こ
ま
で
説
明
す
べ
き
な
の
か
分
か
ら
ず
悩

み
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、
会

話
を
し
て
、
一
緒
に
働
く
う
ち
に
心
配
は

吹
っ
飛
び
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に

合
わ
せ
た
方
法
を
見
つ
け
、
環
境
を
整
え
て

い
け
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
で
き
る
の
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。

  

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　
最
初
は
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
喧
嘩
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
は
、
普
段
か
ら
説
明
し
て
い
る

『
４
つ
の
窓
』
（
右
下
図
）
の
話
を
し
ま
す
。

「
こ
れ
を
妨
げ
る
行
為
は
働
く
プ
ロ
で
は
な

い
の
で
仕
事
は
で
き
な
い
」
と
伝
え
た
上
で
、

感
情
的
に
な
り
仕
事
に
戻
れ
な
い
場
合
は
、

家
に
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
障
害

が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
社
員

全
員
に
共
通
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

  

ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
や

 

声
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
小
さ
な
行
動
に
対
し
て
も
「
助
か
っ
て
い

る
」
「
嬉
し
い
」
と
い
う
、
プ
ラ
ス
の
言
葉

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
言
い
方
や
指
示
で
も
、
「
や

る
気
が
出
る
人
」
、
「
不
安
に
な
る
人
」
と

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
そ
こ
は
指
示
の
出
し

方
を
変
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
積
極
的
・
行
動
派
で
、
成
果
を
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
や
る
気
に
つ
な
が
る
方
に

対
し
て
は
、
「
あ
れ
を
や
っ
て
」
と
指
示
出

し
を
す
る
の
で
は
な
く
、
「
力
を
貸
し
て
も

ら
え
な
い
？
」
と
か
、
「
こ
れ
を
や
る
の
は

あ
な
た
じ
ゃ
な
い
と
難
し
い
か
ら
お
願
い
で

き
な
い
か
な
」
と
い
う
言
葉
か
け
を
す
る
と
、

「
こ
う
や
っ
た
ら
い
い
と
思
う
」
、
「
自
分

が
や
る
か
ら
」
と
い
う
風
に
、
率
先
し
て
動

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
主
性
や
責
任

感
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
人

に
合
わ
せ
た
言
い
方
や
伝
え
方
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

彼
ら
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
ま

し
た
。

長岡さん（右）　障害福祉サービスの就労移行支援※を使って、ここ
へ就職しました。体調など色々なことに気を付けて、しっかり頑
張っています。地域の方が野菜を持ってきてくださる時には、必
ず大きな声で挨拶をしています。

木船さん（左）　みどりの町障害者就業・生活支援センター※2の支援
員の方と一緒に見学に行きました。その際、雰囲気が良く、働き
やすいと思って就職を決めました。屋外での作業は初めてでした。
疲れることがあったけど、慣れてきたのか疲れることはなくなり
ました。分からないことはそのまま放っておかず、すぐに聞いて
います。仕事も楽しくできています。

　
こ
の
『
４
つ
の
窓
』
を
実
行
し
、
広

げ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
＝
プ
ロ
を

目
指
し
な
が
ら
、
周
囲
か
ら
応
援
さ
れ

る
チ
ー
ム
を
目
標
に
、
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

（株）すまいるエブリイで働く方にお話を伺いました。

売り上げ
利益を上げよう

“プロ”とは
「4つの窓」を実行できる人

頑張る社員がイキイキ
働く環境をつくろう

お客様に
喜びや感動を与えよう 社会的に認められよう
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雇
用
の
き
っ
か
け
は
？

　
患
者
さ
ん
に
使
用
し
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
手
袋

等
の
洗
濯
や
、
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
整

備
・
清
掃
を
看
護
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
し
た

が
、
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
携
わ
る
時
間
が
減
っ

て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
よ
う
な
業
務
を
担
っ
て
も
ら
え
る
人

の
雇
用
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
み
ど
り
の
町
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
※2
（
以
下
支
援
セ
ン
タ
ー
）

の
方
か
ら
、
障
害
の
あ
る
方
が
社
会
に
出
て
、

働
け
る
職
場
を
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

両
者
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

  

み
な
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
は
？

　
現
在
、
病
棟
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
の
は
３
人

で
す
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
よ
う
な
清
掃
等
の
業
務

や
、
患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
環
境
整
備

と
い
っ
た
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
、
患
者
さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
て
戸

惑
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
特
性
に
よ
っ
て
は
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

こ
と
が
苦
手
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
看
護
師
長

に
相
談
し
な
が
ら
、
決
め
ら
れ
た
作
業
を
こ
な

さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
き
る
仕
事
も
増
え
て
い
ま

す
。

  

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
？

　
新
し
い
作
業
を
始
め
る
時
に
は
、
必
ず
相
談

し
て
い
ま
す
。
初
め
て
病
棟
に
入
る
と
き
は
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
の
方
に
、
数
日
一
緒

に
つ
い
て
周
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
仕
事
が
無
理

な
く
で
き
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
一
緒
に
考

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
毎
月
１
回
は
連
絡

会
議
を
持
ち
、
連
携
を
取
っ
て
い
ま
す
。

  

ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を

 

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
ゆ
っ
く
り
時
間
を
取
っ
て
話
を
聞
け
な
い
時

や
、
日
々
の
業
務
内
容
の
こ
こ
が
わ
か
ら
な
い
、

こ
ん
な
時
に
困
っ
た
な
ど
、
相
談
し
や
す
い
よ

う
に
、
「
連
絡
ノ
ー
ト
」
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
活

字
に
す
る
と
文
章
で
残
る
の
で
、
あ
と
で
見
返

し
て
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
作
業
内
容
や
作
業
手
順
を
写
真
を

使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
掲
示
す
る
な
ど
、
そ
の

人
に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

  

仕
事
を
す
る
上
で

 

大
切
な
こ
と
は
？

　
報
告
・
連
絡
・
相
談
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

自
分
が
分
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
て
い
る
事
が

伝
え
ら
れ
、
仕
事
に
対
し
て
意
欲
が
あ
り
、
挨

拶
が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
と
い
う
特
性
上
、
感
染
対
策
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
手
洗
い
や
除
菌
等
は

徹
底
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
担
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
で
す
。

障がい児･者つうしん
特別編

風盛看護師長（左）、土居看護師長（右）
にお話を伺いました。

公立世羅中央病院

　就職する前は、就労移行支援事業所で野菜の栽培などをして
いて、できるだけ早く就職したいと思っていました。
　初めは、今までの作業とは内容が全然違うので慣れなかった
けど、今はだいぶ慣れました。
　よく確認しても分からない時には、看護師長さんに聞いてい
ます。清潔のために、事あるごとに手を洗っています。このま
まここで働き続けていきたいです。

公立世羅中央病院で働く方にお話を伺いました。

※2	

障
害
者
就
業･

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
身
近
な
地
域
に
お
い
て
、
就
業
及
び
そ

れ
に
伴
う
日
常
生
活
上
の
支
援
を
必
要
と

す
る
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
、
窓
口
で
の

相
談
に
応
じ
た
り
、
実
習
の
あ
っ
せ
ん
や

職
場
定
着
支
援
の
た
め
に
職
場
・
家
庭
訪

問
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
な
ど
幅
広
く
活
動
し
、
障
害

の
あ
る
人
が
自
立
・
安
定
し
た
職
業
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
体
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
機
関
で
す
。
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「
障
害
者
を
雇
用
す
る
」
と

聞
く
と
、
リ
ス
ク
が
あ
る
と
感

じ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
思
わ
れ
る

の
は
、
も
し
か
し
た
ら
「
知
ら

な
い
」
と
い
う
事
が
理
由
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
色
々
な

会
社
で
雇
用
さ
れ
て
働
か
れ
て

い
る
障
害
の
あ
る
方
は
大
勢
い

ま
す
。

　

み
ど
り
の
町
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
、
現
在
650
人
以
上
の
方
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
一
般
企
業
で
働
い

て
お
ら
れ
る
方
は
400
人
近
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
「
知
る
こ
と
」
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
障
害
者
雇
用
を
行
う
前
に
、
体
験
的
な
実
習
を
受
け
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
体
験
的
な
実
習
を
行
う
事
で
、
会
社
も
雇
用
の
可
能

性
を
見
出
せ
、
本
人
も
職
務
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
事
が
出
来
ま
す
。

色
々
体
験
す
る
中
で
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
れ
ば
定
着
で
き
る
可
能
性
も

大
き
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
な
い
場
合
は
、
定
着

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
雇
用
後
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
支
援
に

よ
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
障
害
者
雇
用
の
場
は
、
幅
広
い
職
域
や
職
種
の
開
拓
に
も

目
を
向
け
、
医
療
分
野
、
介
護
分
野
、
農
業
分
野
等
の
担
い
手
に
な

れ
る
よ
う
、
活
躍
の
場
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
と
働
く
事
は
、
決
し
て
難
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
対
象
と
な
る
方
の
得
意
な
所
を
伸
ば
せ
る
職
種
で
あ
れ
ば
、
大

い
に
活
躍
す
る
事
が
望
め
ま
す
。
ま
ず
は
、
体
験
的
に
受
け
入
れ
て

「
知
る
こ
と
」
。
そ
し
て
、
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
つ
ば
会
の
事
業
の
一
つ
に
、
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
２
年
間
の
利
用
期
間
内
に
就
職
に
つ
な
が
る

よ
う
、
支
援
し
て
い
ま
す
。
『
就
職
し
て
い
た
け
れ
ど
長
く

続
か
な
か
っ
た
』
『
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
』
『
就
職
す
る
に
は
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
自
信
が
な

い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
就
職
す
る
た
め
の
力
を

つ
け
た
い
』
等
の
思
い
を
持
っ
た
方
々
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　
訓
練
期
間
中
は
、
施
設
内
外
の
作
業
訓
練
等
で
基
礎
体
力

や
集
中
力
、
持
続
力
の
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
職
業
習
慣
の

確
立
、
身
な
り
や
挨
拶
等
を
は
じ
め
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
習
得
、
職
場
実
習
も
行
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用

者
に
合
う
支
援
方
法
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
、
み
つ
ば

会
か
ら
巣
立
っ
て
ほ
し
い
。
障
害
の
特
性
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
長
く
働
い
て

ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
利
用
者
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
み
ど
り
の
町
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、

実
習
先
や
障
害
者
雇
用

の
求
人
情
報
等
、
ま
た
、

就
職
後
の
職
場
定
着
が

確
実
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
連
携
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
を
前
向
き

に
検
討
し
て
く
だ
さ
る

近
隣
企
業
が
一
社
で
も

増
え
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

ま
ず
は
「
知
る
こ
と
」
か
ら

 

み
ど
り
の
町
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
　

 

主
任
就
業
支
援
担
当
者
　
兼
山
　
俊
作 

さ
ん

就
労
支
援
に
つ
い
て

 

社
会
福
祉
法
人
み
つ
ば
会
　
　
　
　
　
　
　
　

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
せ
ら
の
風

 

管
理
者
　
林
　
泰
枝
さ
ん

障害のある方が継続して働いていくためには、
周囲が障害の事をよく理解することが大切です。

地域で支え合い、一人ひとりが輝く、共生のまちを目指しましょう。
相　談　窓　口 住　　　所 連　絡　先

みつば会相談支援事業所 世羅町大字寺町1568-2 0847-22-2715
みどりの町障害者就業・生活支援センター
（世羅町担当） 三原市大和町箱川1503 0847-35-3350

尾道公共職業安定所 尾道市栗原西2丁目7-10 0848-23-8609
世羅町福祉課 世羅町大字本郷947 0847-25-0072

【お問い合わせ先】　福祉課　障害者支援係　☎25-0072
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介
護
保
険

だ
よ
り近助（近くの人たちが助け合うこと）の取り組みをご紹介

伊尾小谷地区サンサンサロン
平成26年7月に発足

　毎週１回みんなと一緒に体操する
のが楽しい。数を数えながら体を
　動かすので脳トレにもなり、
　　　体が軽くなったようです。

　伊尾小谷地区文化祭では、サンサンサロン
を代表して10名の方が芸能発表会で出演し、
“線路は続くよどこまでも”の曲で元気よくス
トレッチ体操を行いました。会場の皆さまから
たくさんのご声援を頂きました。

　開設３周年。11月20日（月）は港町で親しまれている『鞆の浦』まで一日旅行をしまし
た。美味しい料理を食べて、帰りは魚市場、道の駅に寄り買い物を楽しみました。
　週１回集まって話ししたり、身体を動かすことで元気になり、こうした活動へどんどん
参加したいです。

参加者の声

開設日：毎週月曜日　10時～15時
場　所：伊尾自治センター
参加費：100円、300円（食事会）
内　容：手作り教室・ストレッチ体操・いきいき百歳体操・

散歩・食事会・誕生日会（月１回）脳トレ・ビデオ
鑑賞・ミュージックケア・保育所児童との交流会
（年１回）・フラワーアレンジメント教室

送　迎：９時までに伊尾自治センターへ連絡（☎24-0330）

いきいき百歳体操に取り組んでます!!
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は
じ
め
に

　
み
な
さ
ん
は
平
均
寿
命
と
は
別
に
健
康

寿
命
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
問

題
無
く
、
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
を
指

し
ま
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
間
に

は
、
男
性
で
９
．
13
歳
、
女
性
で
12
．
68

歳
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
差
は
日
常
生
活

に
制
限
の
あ
る
不
健
康
な
期
間
を
意
味
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
人
生
を
最
後
ま
で
楽
し

く
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
は
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
で
は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
？
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
の
第
1
位

と
な
っ
て
い
る
運
動
器
の
障
害
を
予
防
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
に
つ
い
て
お

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

以
下

ロ
コ
モ)

は
、
運
動
器(

足
腰)

の
障
害
に

よ
り
、
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
状

態
に
な
る
こ
と
で
す
。
ロ
コ
モ
に
な
る
原

因
は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
、
1
つ
は

加
齢
に
伴
う
運
動
器
自
体
の
疾
患
で
、
膝

や
腰
の
痛
み
の
原
因
と
な
る
変
形
性
関
節

症
や
骨
粗
鬆
症
に
伴
う
円
背
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
も
う
1
つ
は
、
加
齢
に
よ
る
筋
力

低
下
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
と
い
っ

た
、
足
腰
の
機
能
低
下
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ロ
コ
モ
と
は
加
齢
と
共
に

自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
で
は
、
ロ
コ
モ

に
な
る
と
何
が
困
る
の
で
し
ょ
う
？
そ
れ

は
、
転
倒
す
る
危
険
が
高
く
な
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
転
倒
し
そ
う
に
な
る
か
ら
動

か
な
い
よ
う
に
な
り
、
寝
た
き
り
に
な
る

と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

★
自
分
で
で
き
る
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク

※
該
当
す
る
項
目
が
あ
る
と
ロ
コ
モ
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

・
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す

る
・
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で
あ

る
・
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

・
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

・
２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰
る

の
が
困
難

・
家
の
中
の
や
や
重
い
仕
事(

掃
除
機
の

使
用
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し)

が
困
難

で
あ
る

★
ロ
コ
モ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

　
上
記
の
チ
ェ
ッ
ク
ま
た
は
テ
ス
ト
で
ロ

コ
モ
の
可
能
性
が
あ
る
人
、
ロ
コ
モ
で
は

な
い
け
ど
予
防
し
た
い
人
に
適
し
た
運
動

片
脚
立
ち
（
写
真
１
）　
左
右
１
分
間
ず

つ
、
1
日
3
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
１　
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、
必
ず
つ
か

ま
る
も
の
が
あ
る
場
所
で
行
い
ま
し
ょ

う
。

※
２　
床
に
つ
か
な
い
程
度
に
、
片
足
を

上
げ
ま
す
。

ス
ク
ワ
ッ
ト
（
写
真
２
）　
深
呼
吸
を
す

る
ペ
ー
ス
で
、
５
～
６
回
繰
り
返
し
ま

す
。

※
１　
肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に
足
を
開
き

立
ち
ま
す
。
つ
ま
先
も
30
度
く
ら
い
開

き
ま
す
。

※
２　
膝
が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出
な
い
よ

う
に
、
ま
た
膝
が
足
の
人
差
し
指
の
方

向
に
向
く
よ
う
に
注
意
し
て
、
お
尻
を

後
ろ
に
引
く
よ
う
に
身
体
を
し
ず
め
ま

す
。

　
最
後
に
健
康
で
日
常
生
活
に
介
助
を
必

要
と
し
な
い
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

状
態
を
長
く
維
持
す
る
た
め
に
は
、
自
分

の
足
腰
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
事

な
の
で
す
。
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
た
め
に

は
上
記
の
よ
う
な
運
動
に
合
わ
せ
て
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

�
（
運
動
器
症
候
群
）
に
つ
い
て

�

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

公
立
世
羅
中
央
病
院
だ
よ
り
No.97

写真１写真２
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【お問い合わせ先】健康保険課　健康増進係　☎２５－０１３４

地域医療を考える集い

「健幸セミナー」のお知らせ

日　時：平成30年1月21日�(日)��13時30分�～�15時45分
会　場：甲山保健福祉センター（2階・多目的集会室）

講　演：「認知症になっても幸せに暮らすために」

講　師：東京慈恵会医科大学 精神医学講座  主任教授  繁田　雅弘 先生

寸　劇：「認知症を地域で支えよう」
　＊出演：地域包括支援センター及び地域型支援センター（さくら・ひまわり）職員ほか

日　時：平成30年1月22日�(月)��13時30分�～�15時30分
会　場：甲山保健福祉センター（2階・多目的集会室）

内　容：生活習慣病を予防しよう！　Part２

講　師：公立世羅中央病院　管理栄養士・薬剤師・歯科衛生士

●流行のピークは、12月～3月！
●予防接種・マスク・手洗い・うがい　で、しっかり予防！
※インフルエンザ予防接種の公費負担期限は、１月末です。

　65歳以上で未接種の方は、早めに予防接種を受けましょう。

　団塊の世代が75歳以上になる2025年以降、医療や介護のニーズは、一層高まる見
通しです。また、認知症、独居高齢者、老老介護などへの対策も重要な課題となって
います。このような状況の中で、世羅町の医療を守るため、住民の皆様や医療関係者、
議会、行政などが、それぞれの立場で何ができるのかを考える集いです。
　どなたでも、お気軽にお越しください。

インフルエンザを予防しましょう！！
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「世羅町消費生活カレンダー2018」を配布します！

食育

でつなぐたすき

世羅の�"食"
た
す
き

のしく食べよう！

すんでつくろう！

せつを感じる世羅の“食”

～わたしからあなたへ　お年寄りから子どもへ　つくる人から食べる人へ～　世羅の「食」を“たすき”でつなごう

今月の世羅の食材

　エゴマの実は、独特の

プチプチっとした食感が

とてもおいしく、生のま

ま食べることもできます

が、煎る事で香りと味に

コクが出ます。しかし、

殻の部分は消化されにく

いため、食べる時はしっ

かりと噛むことを意識し

てください。

【材料4人分】
鶏ひき肉� 60ｇ
豚ひき肉� 60ｇ
豆腐� 80ｇ
たまねぎ� 120ｇ
油� 小さじ１
パン粉� 大さじ５
赤みそ� 小さじ４
砂糖� 大さじ1/2
エゴマの実� 小さじ１

【1人分栄養量】
エネルギー／143kcal

塩分／0.9g

【作り方】
①豆腐はキッチンペーパーに包み、
重しをして、しっかりと水切り
をする。
②フライパンに油を熱し、みじん
切りにしたたまねぎを炒める。
③ボウルにひき肉、①、②、パン
粉、赤みそ、砂糖を入れ、しっ
かり混ぜ合わせる。
④クッキングシートを敷いた型に
③を入れ、表面を平らにならし、
エゴマの実を一面にふりかける。
⑤オーブントースターで、約８分
焼く。（表面に焼き色がついた
ら、途中でホイルをかぶせて、
さらに焼く。）
⑥完全に冷めてから、切り分ける。

【エゴマの実】

食生活改善推進員おすすめ！

エゴマの実を使った

松風焼き

◆掲載している料理の作り方を12月25日～31日に、ケーブルテレビで放映します。ぜひご覧ください。

　世羅町では、今年も「消費生活カレンダー」を作成しました。カレンダーは、広報せら12月号と
一緒に皆さまへ配布しています。
　悪徳商法や特殊詐欺をはじめとした消費生活に関するトラブルや、クーリング・オフの方法など、
町民の皆さまに知っておいていただきたい情報を掲載しています。
　ぜひご活用いただき、皆さまの暮らしにお役立てください。

【お問い合わせ先】商工観光課　☎22－3216
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町有財産売却のお知らせ
　町有財産【土地・建物】を一般競争入札により売却します。対象の物件は次のとおりです。

○応募要領の配付期間・場所
　日時：平成29年12月18日（月）～平成30年１月５日（金）
　　　　（ただし、土曜日、日曜日、平成29年12月29日～平成30年１月３日は除く。）
　　　　８時30分から17時15分
　場所：世羅町役場 総務課 管財係
　※応募要領は同期間内、世羅町ホームページでも確認いただけます。

○申込受付期間	
　日時：平成29年12月18日（月）～平成30年１月５日（金）
　　　　（ただし、土曜日、日曜日、平成29年12月29日～平成30年１月３日は除く。）
　　　　８時30分から17時15分
　場所：世羅町役場 総務課 管財係
　
　※入札日、入札執行方法等については応募要領に記載しております。申込みに当たっては、必ず応募要

領をご確認ください。
　※物件の引き渡しは現状のままとなります。
　【お問い合わせ先】総務課　管財係　☎２２－１１１１

物件
番号 予定価格 対　象　地

１ 3,980,000円

旧宇津戸自治センター跡地
世羅町大字宇津戸
【土地】
（雑種地）2892番２����99㎡
　　　　　2900番５����13㎡
（宅　地）2898番��1090.20㎡
　　　　　2900番２�  610.71㎡
　　　　　2909番１�1031.64㎡

  

２ 10,000円

旧上津田会館
世羅町大字上津田2340番４
【土地】宅地606.65㎡
【建物】木造平屋建250㎡程度

 

３ 810,000円

旧せらにし人権センター
世羅町大字小国4524番４の一部
【土地】宅地194.01㎡
【建物】木造２階建156.51㎡

 

４ 8,180,000円

甲山文化センター
世羅町大字小世良715番４
【土地】宅地1204.72㎡
【建物】鉄筋コンクリート２階建

457.70㎡
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窓
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10
月
24
日
、
人
権
擁
護
委
員
世
羅
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
、
①
企
業
訪
問
の

ま
と
め
、
②
人
権
の
花
運
動
の
打
ち
合
わ

せ
、
③
人
権
週
間
の
取
り
組
み
等
を
協
議

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
羅
町
か
ら
次
の

よ
う
な
差
別
落
書
き
が
あ
っ
た
こ
と
の
報

告
が
あ
り
、
憤
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
人

権
啓
発
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
世
羅
町
内
で
10
月
に
せ
ら
に
し
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
と
道
の
駅
の
男
性
ト
イ
レ
に

「
同
和
」
と
い
う
差
別
落
書
き
が
あ
り
ま

し
た
。
発
見
さ
れ
た
方
は
、
落
書
き
に
問

題
が
あ
る
と
世
羅
町
や
警
察
に
通
報
さ
れ

ま
し
た
。
警
察
署
は
、
器
物
損
壊
罪
や
軽

犯
罪
を
含
め
て
今
後
注
視
し
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
差
別
落
書
き
は
、
3
年
前

か
ら
Ｊ
Ｒ
三
川
駅
、
せ
ら
に
し
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
、
大
型
店
舗
な
ど
の
男
性
ト
イ
レ

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
世
羅
町
は
い
ず
れ
も
通
報
を
受
け
る
と

同
時
に
現
場
に
駆
け
つ
け
事
実
確
認
を
し

て
記
録
に
残
し
、
差
別
が
拡
散
し
な
い
よ

う
に
落
書
き
を
消
去
し
て
い
ま
す
。
併
せ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
管
理
者
と
協
議
し
再

発
防
止
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
同
和
」
と
い
う
言
葉
は
「
同
情

融
和
」
「
同
胞
一
和
」
な
ど
に
由
来
す
る

官
製
の
も
の
で
、
同
和
行
政
、
同
和
教
育
、

※
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
な
ど
の
よ

う
に
一
般
的
に
広
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
落
書
き
は
「
同
和
＝
被
差

別
部
落
」
と
い
う
差
別
扇
動
の
意
図
が
う

か
が
わ
れ
る
の
で
差
別
落
書
き
と
言
え
ま

す
。

　
差
別
の
中
の
「
身
分
的
差
別
」
は
、
人

間
を
上
下
、
貴
賤
の
社
会
意
識
に
基
づ
い

て
分
け
隔
て
す
る
行
為
で
、
い
ず
れ
の
場

合
で
も
差
別
は
受
け
手
に
深
刻
な
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
最
悪
の
場
合
「
命
」

に
係
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
日
本
国
憲

法
第
14
条
の
近
代
社
会
に
お
け
る
根
源
的

な
人
間
の
自
由
・
平
等
の
精
神
に
照
ら
し
、

ど
の
よ
う
な
差
別
も
当
然
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
ら
ゆ
る
機
関
で
次
の
よ
う
な
視
点
で

人
権
学
習
の
計
画
を
お
願
い
し
ま
す
。
今

日
の
社
会
的
な
背
景
を
踏
ま
え
、
単
な
る

知
識
や
理
念
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
今

ま
で
差
別
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
嫌
が

ら
せ
）
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
、

定
住
外
国
人
問
題
な
ど
が
、
人
権
意
識
の

深
ま
り
と
と
も
に
差
別
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
人
々
や
社
会
の
変
革
へ
つ
な

げ
る
よ
う
、
反
差
別
の
教
育
を
土
台
に
進

め
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
も
微
力
で
す
が

頑
張
り
ま
す
。

 

世
羅
町
人
権
擁
護
委
員

次回の
人権相談日

日　時　1月24日（水）
　　　　９時～正午
場　所　世羅町役場 2階会議室
お問合せ　総務課 ☎２２-１１１１

差
別
落
書
き
に
つ
い
て

外国語人権相談ダイヤル
電話番号　０５７０－０９０９１１
対応時間　祝日・年末年始を除く月～金　9時～17時
対応言語　英語・中国語・韓国語・フィリピン語・ポルトガル語・
　　　　　ベトナム語
　　　　　広島法務局・広島県人権擁護委員協議会

※
同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
１
９
６
５
年
に

出
さ
れ
、
部
落
問
題
の
解
決
に
向
け
て
基
本

的
な
事
項
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。
答

申
の
中
で
「
部
落
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の

歴
史
的
発
展
過
程
の
中
で
形
成
さ
れ
た
身
分

構
造
に
よ
る
差
別
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て

も
な
お
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
市
民
的
権
利
が

完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
最
も
深

刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
「
同
和
問
題
の
解
決
は
、

憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人

権
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
。
そ
の
早
急
な

解
決
こ
そ
が
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国

民
的
課
題
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
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高齢者・障害者虐待には、さまざまな形態があります。

　高齢者・障害者虐待は、「人としての尊厳を傷つける行為」であり、大きな社会問題
となっています。
　世羅町では、高齢者や障害者の方が、安心して暮らせるまちづくりを目指し、福祉課
を相談窓口とし、相談をお受けしています。
　あなたや、あなたの周囲でお気づきの事象がありましたら、お気軽にご相談ください。

虐待者＝悪者というわけではありません
　虐待が起こる背景には、適切な介護の仕方や障害又は認知症等への対応がわからないために、つい手を 
あげてしまう、失業中であり、経済的に困っているなど様々な要因があります。そのため、介護保険サー
ビスや障害福祉サービスの利用を通じて、虐待をうけている方だけでなく、虐待をしている方へも支援す
ることが大切です。

高齢者・障害者虐待は人権侵害です、
� 住民みんなで防ぎましょう。

　　　虐待相談窓口…世羅町役場　福祉課
　　　　　　　　　　（世羅保健福祉センター内）
　　　　　　　　　　　☎２５－００７２

身体的虐待
　暴力行為などで、身体的に傷やアザ、痛みを
与える行為。または外部と接触させないような
行為。
（例）●叩く、つねる�
　　　●ベッドに縛り付けたり、薬を過剰に服

薬させて身体の自由を奪う　等

性的虐待
　本人の合意もなく性的な行動を行ったり、強
要するような行為。
（例）●懲罰的に下半身を裸にして放置する
　　　●キス、性器への接触、セックスなどの

強要　等

介護・世話の放棄・放任
　介護や生活の世話を行っている家族が、介護や世話を
放棄するような行為。
（例）●食事を与えない、オムツを交換しない
　　　●ゴミを放置して劣悪な環境の中で生活させる�
　　　●必要な介護サービスを利用させない�等

心理的虐待
　高圧的な言葉や態度、無視や嫌がらせなどに
よって苦痛を与えるような行為。
（例）●怒鳴る、ののしる
　　　●侮辱を込めて子どものように扱う
　　　●意図的に無視する　等

経済的虐待
　財産や金銭の無断使用や、本人の望む金銭の
使用を理由なく制限するような行為。
（例）●日常的に必要な金銭を渡さない
　　　●本人の自宅等を無断で売却する
　　　●年金や貯金を本人の意思・利益に反し

て使用する　等
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　子育て支援課では食育推進の一環として、ケーブルテレビで『Let's☆クッキング』を放映してい
ます。保育所や認定こども園の子育て広場に参加されている親子と、家庭でもできるおやつ作りの様
子を紹介しています。
　ぜひ『Let's☆クッキング』に参加して、食べる事の大切さ楽しさを体験してみませんか？

【お問い合わせ先】子育て支援課　☎25-0295

Let's★クッキング で楽しい食育！

虐待発見チェックリスト

○がついた項目が多いほど、虐待の可能性が高い状態です。

(参考）厚生労働省「高齢者虐待のマニュアル」より抜粋

虐待を未然に防ぐためにも地域の皆さんの気づきや見守りが重要です。
虐待を受けていると思われる高齢者や障害者を発見した方は、
世羅町福祉課の相談窓口へご相談・ご連絡ください。

●高齢者・障害者からのサイン
体に傷やアザが頻繁にみられる
本人から叩かれた、家にいたくないなどの
訴えがある
必要以上におびえる、わめく、泣くなどの
症状がみられる
無力感、あきらめ、投げやりな様子になる
部屋に衣類やおむつが散乱している
衣類や寝具が汚れたままになっている
支払いが滞る、必要なサービスを利用した
がらない
昼間でもカーテンや雨戸が閉まっている

●介護者からのサイン
助言を聞き入れず、不適切な介護方法
へのこだわりがある
高齢者・障害者の健康や疾患に関心が
なく、医師への受診や入院の勧めを拒
否する

●地域からのサイン
郵便受けや玄関先等が手紙や新聞で
いっぱいになっていたり、電気メー
ターがまわっていない
家族と同居している高齢者や障害者が、
コンビニやスーパーなどで一人分のお
弁当を頻繁に購入している

○してみましょう！

「うちの子どうして食べないんだろう…。」
お母さん一人で悩まないで、

みんなで楽しくクッキングしながら
食べたい気持ちを育んでいきましょう。

その子に合った良いヒントが見つかるかもしれません。

次回の『Let's☆クッキング』は子育て広場「めぐぽぽ」で開催です。
　日  時：1月11日（木）　10:30～
　申し込み：☎25-5621（甲山めぐみ認定こども園）

『Let's☆クッキング』で紹介したレシピは子育て支援課
ホームページ「すきっぷ」にも掲載しています。ぜひご覧ください。

中華ちまきづくり♪

うどん作りに挑戦！

せらケーブルねっと 『Let's☆クッキング』 放送中！
放送日：奇数月の第１月曜日～日曜日
時　間：奇数時間00分～
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　町内の施設の利用を希望される場合は、つぎのとおり教育・保育の必要性に応じた認定を受ける必要が
あります。
【認定区分】

※保育認定（２号・３号）の注意事項
　１．保育を希望する場合は、保育の必要な事由（下記の入所・入園の要件）に該当することが必要です。
　２．保護者の就労形態などにより、次の２つの利用区分に分けられます。
　　　ア．保育標準時間利用：フルタイム就労（月120時間以上）を想定した利用（最長11時間）
　　　イ．保育短時間利用：パートタイム就労（月120時間未満）を想定した利用（最長８時間）

入所・入園の要件
　世羅町に住所を有する児童で、児童の保護者が次の要件に該当し、保育ができない場合
　　①家庭外・家庭内（児童と離れて日常の家事以外）で仕事をしている
　　②母親が出産の前後である（※１）
　　③保護者が疾病・負傷及び障害等を有している
　　④保護者が同居の親族又は直系親族の介護・看護をする必要がある
　　⑤被災及びその復旧に従事している　　　　　　　　　　
　　⑥求職活動を行っている（※２）
　　⑦就学又は職業訓練を行っている
　　⑧虐待やDVのおそれがある
　　⑨町長が必要であると認めた場合
　　　（※１）　産前２か月から産後４か月までの間利用できます。
　　　（※２）　求職活動中の場合は、原則90日間の利用となります。
　　　　　　　　（求職活動による利用は、町立保育所で、3歳以上の児童が
　　　　　　　　　対象となります。）

保育料
　町内の保育所、認定こども園の保育料は町が定めた基準額となります。
また、世羅町では、定住促進と子育て家庭の経済的負担の軽減を目的とし、保育料を基準額の半額とする
支援を行っています。（ただし条件があります。）

町内の保育所・認定こども園に　　
　　入所・入園する手続きについて

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設
1号認定（教育標準時間認定） 満３歳以上で、幼児教育を希望する場合 認定こども園

２号認定（満３歳以上・保育認定） 満３歳以上で、「保育の必要な事由」に
該当し、保育を希望する場合 保育所・認定こども園

３号認定（満３歳未満・保育認定） 満３歳未満で、「保育の必要な事由」に
該当し、保育を希望する場合 保育所・認定こども園
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【お問い合わせ先】子育て支援課　☎２５－０２９５

【平成30年4月から、新たに入所・入園を希望する場合】

【平成30年4月からも通所・通園している施設を希望する場合】

町立保育所を
希望する場合

私立認定こども園を
希望する場合

○現在、利用されている施設から別途ご案内します。

✿町内の保育施設一覧✿

町立保育所・認定こども園の入所・入園手続きの流れ

☻☻☻ 施　設　名 住　　所 電話番号

町立保育所

いお保育所 世羅町大字伊尾1953-1 24-0777
にしおおた保育所 世羅町大字賀茂3132-2 27-0034
にしおおた保育所おおみ分園 世羅町大字安田389 29-0059
せらにし保育所 世羅町大字小国4495-1 37-1056

私立認定こども園
認定こども園世羅幼稚園 世羅町大字本郷626-1 25-0316
世羅めぐみ認定こども園 世羅町大字本郷582-1 25-5215
甲山めぐみ認定こども園 世羅町大字小世良392-1 25-5621

①子育て支援課・せらにし支所・各町立保育所
で入所申込書・支給認定申請書を受け取る

　★H29.12.15～

⑤子育て支援課から保育料決定通知書を保護者
へ送付

　★H30.4月中旬

④保育所へ入所
　★H30.4月～

②子育て支援課へ入所申込みと支給認定の申請
を行う

　★H30.1.５～1.26＜第一次締切＞
　（以降定員に達していないクラスは随時受付）

③子育て支援課から入所決定通知書と支給認定
証を保護者へ送付

　★H30.２月下旬
　　その後、保育所ごとに入所説明会を開催
　★H30.3月上旬

①子育て支援課・せらにし支所・各認定こども
園で支給認定申請書を受け取る

　★H29.12.15～

④送付された支給認定証を持って、希望の園へ
入園を申し込む

　★H30.１.5～1.26＜第一次締切＞
（以降定員に達していないクラスは随時受付）

⑤園から入園決定通知書を保護者へ送付
　★H30.2月下旬
　その後、園ごとに入園説明会を開催
　★H30.2月下旬～

②子育て支援課に支給認定の申請を行う
　★H29.12.15～

⑥認定こども園へ入園
　★H30.４月～

③子育て支援課から支給認定証を保護者へ送付
　★H29.12月下旬～　随時

⑦園から保育料決定通知を保護者へ送付
　★H30.４月中旬
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　農地法に基づく申請・届出に関する受付の締切日を平成30年１月１日より変更します。

【現行】毎月10日（但し、土日祝日の場合直前の開庁日）
【変更】毎月　月末（但し、土日祝日の場合直前の開庁日）

※なお、移行期間として平成30年3月までは受付期日を５日程度延長します。（但し、他法令の許
認可等の影響がある場合のみ）

　鳥獣被害が起こる原因を「ハンター任せで捕獲が足りないから」「農地だけ柵で守れば大丈夫」など人
間本位で考えていませんか？
　鳥獣が集落に来るのは山よりもドングリや栗、柿などの簡単に手に入るエサがあるから、集落に住むよ
うになるのは笹や雑木、雑草などの体を覆い隠して安心できる隠れ場所があるからです。例えば農地のそ
ばの耕作放棄地は鳥獣にとって最高の住処になります。
　鳥獣被害防止バッファゾーンとは農地隣接の里山を整備することで、隠れ場所を無くし、本来警戒心の
強い鳥獣が近づきにくい環境にしていくことです。

農林業振興対策事業補助金集落里山林整備事業について
　鳥獣被害防止を目的として里山林整備（鳥獣被害防止バッファゾーン）を行う場合、補助金を支給しま
す。詳しい内容はつぎのとおりです。
【取組主体】森林所有者、地域住民の３名以上で構成する組織
【補助対象】農地と隣接する森林または農地沿いの道と接する森林で、奥行10ｍ以上かつ連続した範囲

を行う森林整備（下刈り、除間伐、枯損木の処理）
【補	助	率】10aあたり30,000円（但し、10a未満は補助対象外）　限度額　300,000円
　　　　　　※例えば奥行10ｍの場合、延長100ｍ以上の整備が必要です。　

【お問い合わせ先】産業振興課　鳥獣被害対策係　☎２２－５３０４

□写真のように太い幹は残して下枝を刈りはらいます。
　（全ての木を伐採すると日当たりが良くなり低木・雑草が茂りかえって隠れ場所を増やす場合があります。）
□鳥獣の目線の高さまで刈り払います。（イノシシは70㎝、シカは120㎝）
□不要な栗、柿などのエサとなる木はなるべく伐採、剪定しましょう。

鳥獣被害防止バッファゾーンについて

整備前 整備後

農地に関する申請・届出の受付の締切日の変更についてお知らせ
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　蜜蜂を飼育する場合は、趣味であっても、養蜂振興法に基づいた蜜蜂飼育届の提出が必要です。
　毎年１月31日までに、その年の計画分の飼育届を提出してください。
　（蜜蜂を初めて飼育する場合、飼育場所の変更又は群数を増やす場合）
　飼育届の提出に当たり、近隣の飼育者と事前に場所や規模に問題がないかを
話し合っていただきます。
　詳細については、畜産事務所へお問い合わせください。
【お問い合わせ先】広島県東部畜産事務所
　　　　　　　　　〒720-8511　福山市三吉町1-1-1　☎082-921-1311（内線3906）

　平成28年分の所得税等の確定申告書を、世羅町の申告相談会場で提出された方は、平成29年分
の確定申告から、申告書等用紙に代えて、「確定申告のお知らせ」はがきが送付されることとなり
ます。
　「確定申告のお知らせ」には、確定申告書を作成するために必要な情報が記載されていますので、
大切に保管してください。

【お問い合わせ先】尾道税務署　☎0848-22-2131（代表）
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世 羅 町 商 工 会 ニ ュ ー ス

世羅町商工会
お問合せはお気軽に ■本所

http://www.marusera.com
https://www.facebook.com/serashokokai

■世羅西支所
世羅町小国4518-1
☎ 37-1075
FAX 37-7010

世羅町西上原121-5
☎ 22-0529
FAX 22-3415

入会加入金

6,000円 個人事業所　12,000円
法人事業所　24,000円

年会費（初年度月割り）

R432

本所■

世羅郡森林組合●

●世羅町役場 小
国

バ
イ

パ
ス

小国バイパス

●中国バス

●甲山郵便局

●役場
　せらにし支所

世羅西支所
■ 小国●

郵便局

まるせら
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　労働保険は、労働者が業務中または通勤時に事故に遭った際の災害補償や、労働者が失業したとき
の再就職活動中の生活保障等をするものです。
　事業主の皆様には必ずご加入いただくよう国が法律で義務付けており、労働保険に加入せず労働者
を働かせることは違法です。

　労働災害の治療には健康保険証が使えません。労災保険未加入の場合、保険料をさかのぼって徴収
するほか、労災保険給付に要した費用の40％～100％が事業主負担となることもあります。

　労働者本人が同意しない・保険料が払えない・民間の保険に加入している�というのは理由になり
ません。加入していなかった場合には、多大な費用が事業主の負担となります。労災事故が起こる前
に、速やかに加入手続きをしてください。

【お問い合わせ先】○広島労働局　総務部　労働保険徴収課　☎082ｰ221ｰ9246
　　　　　　　　　○尾道労働基準監督署　　　　　　　　　☎0848ｰ22ｰ4158
　　　　　　　　　○ハローワーク尾道　　　　　　　　　　☎0848ｰ23ｰ8609

Aloha everyone. Randall Yamaoka here. Were 

you able to see the beautiful autumn leaves? 

During autumn, I went to Nikko in the Tochigi 

prefecture but the week before I went there 

was a typhoon. So a lot of the leaves fell 

down. But nonetheless, it was really beautiful. 

It’s December!! Do you have any wishes? I hope 

your wish comes true! MERRY CHRISTMAS AND HAVE 

A HAPPY NEW YEAR!

アロハ皆さん、山岡ランドルです。皆さんは美しい紅
葉を見ましたか。紅葉を見に行くため、栃木県の日光
市に行きました。台風の影響でたくさん葉っぱが落ち
ていましたが、それにもかかわらず本当に美しい紅葉
でした。
さて、12月がやって来ました。皆さんは（クリスマ
スに）どんなお願い事がありますか？皆さんの願い事
が叶いますように！メリークリスマス！！良いお年
を！

This month’s grammar point ! 【～するのが上手ですね。／be good at～】今月のポイント

ワンポイント英会話Randalｌ
 &

   Kea
ne の

ランドル

キーン
No.53

栃木県日光市の神橋にて
Let's try using

    this English!

Ａ：Hey Kenji, what will you do during winter vacation?

　 ケンジ君、冬休みに何するの？

Ｂ：I will go to Tokyo to participate in a National Judo Tournament.

　 私は全国柔道大会に出場するために東京に行くんだよ。

Ａ：Really? National? Wow!! You must be really good at Judo.

　 本当？全国だって？すごい！柔道をするのが上手なんだね。

Ｂ：No no I’m not. I just practice hard for more than 4 hours every day.

　 そんなことないよ。毎日４時間以上

　 一生懸命練習しているだけだよ。

事業主の皆様へ

常勤、パート、アルバイト、臨時など、労働者を1人でも
雇っている事業場は労働保険（労災・雇用）に加入する
義務があります！！
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　平成29年11月５日（日）、全国高校駅伝競走大会の予選を兼ねた県高校駅伝競走大会がみ
よし運動公園陸上競技場を発着点に行われました。男子７区間（42.195km）、女子５区間
（21.0975km）で襷をつなぎ、男子は２時間６分22秒で14年連続（47回目の優勝）を達成し
ました。また女子は１時間10分42秒で12年連続（12回目の優勝）を飾りました。主力のけが
や体調不良で完全な仕上げとはいかないなかで、逆境をバネにして現状での力を発揮してくれま
した。多くの方々の熱い御声援ありがとうございました。
　12月24日（日）に行われる京都での全国大会へ向け、高い目標を達成するために日々練習を
続けています。挑戦者として新たなステップを踏んで、日々成長し、地域の皆様、そして広島県
の皆様へ元気・感動・笑顔を届けられるよう頑張りますので、引き続き御支援、御声援よろしく
お願いします。

男子第68回・女子第34回
広島県高等学校駅伝競走大会
男子７区間、女子５区間、全区間で区間賞! 

男　子　記　録 氏　　名　　（学年） 区間順位 タイム

１区（１０．０km） 幟　立　晃　汰　（３年） １位 ３１：００

２区（３．０ｋｍ） 倉　本　玄　太　（１年） １位 　９：２３

３区（８．１０７５km） デービッド・グレ（３年） １位 ２３：１９

４区（８．０８７５km） 前垣内　皓　大　（２年） １位 ２３：４５

５区（３．０ｋｍ） 中　野　翔　太　（１年） １位 　８：５６

６区（５．０ｋｍ） 田井野　悠　介　（２年） １位 １５：０１

７区（５．０ｋｍ） 梶　山　林太郎　（２年） １位 １４：５８

女　子　記　録 氏　　名　　（学年） 区間順位 タイム

１区（６．０ｋｍ） 相　原　美　咲（２年） １位 ２０：０６

２区（４．０９７５ｋｍ） 森　長　彩　理  (３年） １位 １３：２９

３区（３．０ｋｍ） 朝比奈　雅　姫（１年） １位 　９：５２

４区（３．０ｋｍ） 真　崎　　　遥（２年） １位 　９：５１

５区（５．０ｋｍ） 平　村　古　都  (２年） １位 １７：２４
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や
『
獅
子
舞
』
も
そ
の
一
つ
で
、
約
300
年

続
く
伝
統
芸
能
で
す
。
獅
子
舞
の
獅
子
頭

に
頭
を
噛
ま
れ
る
と
無
病
息
災
で
元
気
に

過
ご
せ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
縁

起
物
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
伝
統
芸
能
を
地
域
活
性
化
、
観
光

客
誘
致
に
結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
と
考
え

て
、
世
羅
町
ふ
る
さ
と
夢
基
金
を
活
用
し
、

獅
子
頭
の
石
像
を
宇
津
戸
自
治
セ
ン
タ
ー

入
口
の
な
か
よ
し
広
場
へ
設
置
し
ま
し
た
。

獅
子
頭
は
口
が
開
い
た
形
で
頭
が
噛
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
獅
子

頭
の
土
台
に
は
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を

入
れ
る
投
函
口
も
整
備
し
て
い
ま
す
。
宇

津
戸
地
区
で
は
毎
年
２
月
に
大
と
ん
ど
を

行
っ
て
お
り
、
願
い
が
叶
う
よ
う
短
冊
は

そ
の
大
と
ん
ど
で
一
緒
に
燃
や
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
昨
年
12
月
末
か
ら
２
月
ま
で

２
ケ
月
弱
の
期
間
で
し
た
が
、
100
枚
以
上

の
短
冊
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
次
回
は
何

枚
の
短
冊
が
入
っ
て
い
る
か
楽
し
み
で
す
。

　
な
か
よ
し
広
場
に
は
宇
津
戸
出
身
で
世

界
的
彫
刻
家
の
杭
谷
一
東
氏
の
石
像
彫
刻

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
区
内
外
の
方
が
注

目
す
る
場
所
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し
て

休
め
る
空
間
も
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
近
く
へ
来
ら
れ

た
際
は
是
非
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
き
、

短
冊
に
願
い
事
を

書
い
て
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
事
業
実
施
者
か
ら
寄
稿
頂
い
た
も
の
に

修
正
等
を
加
え
て
記
事
に
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課　
自
治
振
興
係

　
☎
２
２

－

３
２
０
６

平
成
28
年
度
に
世
羅
町
ふ
る
さ
と
夢
基
金
に
よ
り
助
成
し
た
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

28年度
その1

一
年
を
振
り
返
り
翌
年
へ
繋
ぐ

　
年
末
を
迎
え
何
か
と
気
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
も
ち
ろ
ん
全
国

高
校
駅
伝
の
話
題
で
町
中
が
賑
わ
い
ま
す
。
好
記
録
を
期
待
し
ま
す
が
、
ま
ず
は
大

会
当
日
ま
で
の
体
調
管
理
が
大
事
で
あ
り
、
怪
我
等
が
無
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で

す
。
京
都
へ
は
毎
年
駅
伝
の
応
援
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
併
せ
て
近
畿
県
人
会
や
世

羅
町
出
身
者
の
方
へ
ご
挨
拶
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
丁
度
ク
リ
ス
マ
ス
と
重
な
り
、
町

民
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
栄
誉
あ
る
結
果
を
持
っ
て
帰
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

　
さ
て
、
平
成
29
年
も
色
々
あ
り
ま
し
た
。
広
島
市
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

新
曲
「
夢
を
つ
な
い
で
」
を
初
披
露
し
た
こ
と
、
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
委
員
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
農
林
水
産
省
で
は
本
省
内
で
全
国
の
方
に
意
見
発
表
の
機

会
を
得
て
町
の
取
り
組
み
が
紹
介
で
き
た
こ
と
、
国
土
交
通
省
で
も
町
づ
く
り
と
下

水
道
の
２
分
野
で
意
見
発
表
し
た
こ
と
、
ま
た
、
証
券
会
社
か
ら
も
声
が
か
か
り
町

の
宣
伝
が
で
き
る
よ
う
手
配
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
９
月
に
発
足
し
た
西
大
田
の
法
人
連
携
の
株
式
会
社
設
立
を
契
機
に
捉
え
、
11
月

に
は
世
羅
町
議
会
と
県
や
地
元
の
役
員
と
と
も
に
財
務
省
・
農
水
省
へ
町
の
独
自
要

望
活
動
が
実
現
し
た
こ
と
な
ど
、
新
た
な
展
開
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
皆
様
の
ご
協
力
で
数
々
の
事
業
が
展
開
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く
の
初
め
て
が
あ
り
ま
し
た
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、
非

常
に
良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
の
一
年
を
糧
と
し
て
、
翌
年
は
更
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ホットに元気・

町長室
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広島ドラゴンフライズ共同応援について
　広島広域都市圏の住民の方を対象に、Ｂリーグのプロバスケットボールチーム「広島ドラゴンフライ
ズ」の共同応援の参加者を募集します。
【内　容】
　⑴　日　　時：平成30年2月17日（土）13時30分試合開始
　⑵　対戦相手：群馬クレインサンダーズ
　⑶　会　　場：広島サンプラザホール（1階自由席）（広島市西区商工センター三丁目1-1）
　⑷　募集人数：100人（申込多数の場合は抽選）
　⑸　参 加 費：大人1,600円、高校生以下1,300円
　　　　　　　　※小学生以下の場合は、大人の同伴が必要です。
　⑹　そ の 他：コート内にて参加者全員で記念撮影を行い、参加者全員に写真をプレゼントします。
　　　　　　　　（選手１名のサイン入り。選手は選べません。）
【申込み・問い合わせ先】
　往復はがきに、参加者全員の住所、氏名、年齢、電話番号と「ドラゴンフライ
ズ共同応援希望」の旨を記入し、1月19日(金)（※消印有効）までに、次の宛先
へ送付してください。
　〒７３０－８５８６　（住所不要）
　広島市役所広域都市圏推進課　広島広域都市圏協議会
　☎０８２－５０４－２０１７

　
平
成
30
年
度
４
月
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

※
募
集
期
間
：
平
成
30
年
1
月
5
日

（
金
）～
2
月
8
日（
木
）必
着

○
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校　

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

３
４
３
９

【
募
集
訓
練
科
等
】

◎
自
動
車
整
備
科
（
期
間
2
年
・
高
卒

18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◎
溶
接
加
工
科
（
期
間
1
年
・
45
歳
以

下
）

◎
建
築
科
（
期
間
1
年
・
45
歳
以
下
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
6
か
月
・

年
齢
制
限
な
し
）

　
○
広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校　

　
☎
０
８
４

－

９
５
１

－

０
２
６
０

【
募
集
訓
練
科
】

◎
自
動
車
整
備
科
（
期
間
２
年
）

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
科
（
期
間
１
年
）

◎
電
気
設
備
科
（
期
間
１
年
）

◎
建
築
科
（
期
間
１
年
）

◎
溶
接
加
工
科
（
期
間
１
年
）

〇
放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第
１
学
期
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人

の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

〇
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〇
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
300
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〇
卒
業
す
れ
ば
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

〇
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
千
円

（
入
学
金
は
別
）
。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分

だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

〇
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

〇
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
べ
る
学
習
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
出
願
期
間　
12
月
１
日
～
3
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
放
送
大
学
福
山
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎

０
８
４

－

９
９
１

－

２
０
１
１
）
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
生

 

募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学

 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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「小さな親切」運動　活動報告
　今年、7月から9月にかけ「小さな親切」運動の実行賞や功労章の表彰、そうじ道具の寄贈等
を行いました。それらについて、つぎのとおり報告します。

出席者：もみじ銀行甲山支店
　　　　　　支店長　豊田　和洋

参加者　岡田　恭子　様
　　　　もみじ銀行甲山支店　
　　　　　支店長　豊田　和洋

世羅町社会福祉協議会　岡田　恭子 様
　　　　　　　　　　（写真左）

葵の園・セラ　桂浦事務長	様
　　　　　　（写真右）

表彰者：前大道 祥子 様
　　　　（写真右）

表彰者：骨田　幾郎	様
　　　　（写真右）

表彰者：光定　悟	様、豊田　幸雄	様
　　　（写真左）　		（写真中央）

高竜園　高山施設長代理	様
　　　　　　（写真左）

せせらぎ園　西原施設長	様
　　　　　（写真右）

参加者　
　もみじ銀行甲山支店　
　　支店長　豊田　和洋

参加者　もみじ銀行甲山支店　
　　　　　支店長　豊田　和洋

　ホームヘルパーとして介護保
険制度が始まる以前から約25
年間活動。世羅西交通安全推進
隊として子どもの通学路の見守
りや世羅駅伝、世羅西駅伝、町
や地域行事等でのボランティア
活動に約20年間ご尽力されて
いる。

　甲山保健福祉センター内の草
取りや清掃、および周辺の草取
りを永年定期的に行われ、公共
施設の美化・保全に寄与されま
した。

　平成9年にいきいきサロンを開設され、
約20年にわたり世話人を務められてい
る。（豊田様）
　町全体でふれあいいきいきサロン事
業の取り組みが始まった当初、地域の
方々へ呼びかけをされ、小地域サロン
を立ち上げ12年間世話人として活動。
地域住民が気軽に集える場所づくりに
大きく貢献。（光定様）

クリーン作戦推進のため掃除道具の寄贈

実行賞

7/28

7/28 7/28 7/28

8/4

8/3

8/8
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功労賞

8/4

8/9 8/9

8/7 8/9

8/25

参加者　
　井上建設株式会社　
　　社　長　井上　民江　様　
　もみじ銀行甲山支店
　　支店長　豊田　和洋

参加者　福田　豪　様
　　　　もみじ銀行甲山支店　
　　　　　支店長　豊田　和洋

表彰者：平野　節美　様
（写真左）

表彰者：金行　幸江　様
（写真左）

表彰者：生田　秀昭　様
（写真左）

表彰者：信広　光人　様
（写真左）

表彰者：播反老人会　播反サロン
代表者　西本　公忠	様（写真左）

表彰者：世羅警察署　代表　圓石　貞祐　様
（写真左から2番目）

参加者　
　もみじ銀行甲山支店　
　　支店長　豊田　和洋

参加者　福田　豪　様
　　　　もみじ銀行甲山支店　
　　　　　支店長　豊田　和洋

参加者　福田　豪　様
　　　　もみじ銀行甲山支店　
　　　　　支店長　豊田　和洋

参加者　もみじ銀行甲山支店　
　　　　　支店長　豊田　和洋

表彰者：金行　信二 様（写真中央）
参加者　「小さな親切」運動広島県本部
　　　　　　代　表　森本　弘道（写真左）
　　　　　もみじ銀行甲山支店
　　　　　　支店長　豊田　和洋（写真右）

　永年にわたり県道沿いの緑地
帯へ季節の花を植え、草取りや
水やりなど環境美化に貢献。

　平成元年に「小さな親切」運動広島中部支部開設以来、
中心的な役割を担われ、会員獲得はもとより設立当初より
広島県本部および広島中部支部の実行委員として29年間
努められ、支部の円滑な活動に貢献されている。
　広島中部支部は、町内小中学校を中心に実践協力校を指
定し、コスモス作戦・クリーン作戦・地域の社会活動へ参
加等さまざまな活動に積極的に取り組まれている。地域と
の関わりを永年にわたり持ち続け、広島中部支部の活動の
中心として活躍されていることに対して「小さな親切」運
動広島県本部設立40周年記念として功労賞を授与。

　永年にわたり河川の草刈り・
草取り等美化活動にご尽力され
ました。

　永年にわたり施設・老人大学サ
ロンを中心として篠笛や腹話術・
ウクレレにより人々に笑いと楽し
い時間を提供するなど社会福祉活
動を積極的に実施。

　永年にわたり県道沿いの緑地帯
へ季節の花を植え、草取りや水や
りなど環境美化に貢献。

　永年にわたり地域集会所の草取
り・剪定を定期的に実施。周辺に
季節の花を植えたり、道路脇に植
えてあるラベンダーの管理をする
など、地域の美化活動に貢献。

　犬や猫を警察署に引き取り地域
の無線放送で飼い犬を探している。
業務外でこのような心温まる活動
をされている。

9/14
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　永年にわたる地方自治の育成発展に貢献された、
元世羅西町長の上本仁志さん（黒川）が、地方自治
功労叙勲旭日双光章を受章されました。
　上本さんは、昭和59年２月世羅西町議会議員に
当選以降、平成10年12月までの14年10ヶ月にわ
たり在職され、高邁な政治信念をもって教育、産業、
福祉の向上に多大に貢献されました。更に、平成
11年３月同町長に当選され、世羅町合併までの５
年６ヶ月にわたり地方自治発展にご尽力されました。

11
3 平成29年秋の叙勲 旭日双光章 受章

　
町
で
は
、
今
年
度
２
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
、

新
た
に
任
命
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

青
原　
英
彦
さ
ん

　
は
じ
め
ま
し
て
、

10
月
よ
り
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
、

役
場
産
業
振
興
課
に

着
任
し
ま
し
た
青
原

英
彦
で
す
。

　
私
は
、
広
島
市
の

出
身
で
、
世
羅
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
結
婚
を
し
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　
妻
の
生
ま
れ
た
世
羅
を
初
め
て
訪
れ
た
際
に
、
「
な
ん

て
自
然
が
豊
か
で
、
人
が
温
か
い
地
域
な
ん
だ
！
」
と
感

動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
13
年
た
っ
た

今
年
の
９
月
、
縁
あ
っ
て
世
羅
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
地
域
お
こ
し
隊
員

の
募
集
が
あ
っ
た
為
、
「
こ
れ
ま
で
営
業
の
仕
事
で
培
っ

て
き
た
経
験
を
活
か
し
て
大
好
き
な
世
羅
を
沢
山
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
お
手
伝
い
が
し
た
い
！
」
と
思
い
即
、

応
募
を
決
め
ま
し
た
。
世
羅
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

同
時
に
、
生
産
者
の
方
の
想
い
や
歴
史
、
ス
ト
ー
リ
ー
も

伝
え
て
い
け
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

富
永　
洋
司
さ
ん

　
は
じ
め
ま
し
て
。

11
月
１
日
よ
り
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
、
東
自
治
セ
ン

タ
ー
に
着
任
し
ま
し

た
富
永
洋
司
で
す
。

　
私
は
広
島
市
内
で

生
ま
れ
、
広
島
市
内
の
企
業
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
や

商
品
販
売
の
た
め
の
企
画
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
東

地
区
で
の
世
羅
の
宿
ひ
が
し
の
集
客
と
特
産
品
の
企
画
・

販
売
を
と
い
う
内
容
を
見
て
、
と
て
も
興
味
を
持
ち
応
募

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
趣
味
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
広
島
市
に
住

ん
で
い
た
こ
ろ
か
ら
、
世
羅
町
に
は
よ
く
来
て
い
ま
し
た
。

大
好
き
な
世
羅
の
地
域
で
景
観
の
よ
い
と
こ
ろ
や
、
行

事
・
祭
り
な
ど
を
魅
力
的
な
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
世
羅
町
の
魅
力
を
様
々

な
人
に
伝
え
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
仕
組
み
が
作
れ
る

よ
う
、
写
真
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
知
識
と
技
術
を
高
め

な
が
ら
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
世
羅
町
で
は
、
現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
３
名

に
な
り
、
世
羅
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
従
事
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ど
こ
か
で
会
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

地

域

お

こ

し

協

力

隊

通

信

No.7

地
域
お
こ
し
協
力
隊

 
新
た
に
2
名
着
任
！
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町
有
物
品
の

 
せ
り
売
り
を
行
い
ま
す

　
旧
世
羅
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
集
会
所
利
用
終
了
に
伴
い
、
建
物

内
に
あ
る
不
用
物
品
の
せ
り
売
り
を
実
施

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
世
羅
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
役
場
総
務
課
に
て
配
布
し
て
い
る

「
せ
り
売
り
説
明
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
現
時
点
で
は
建
物
の
一
部
を
事
務
室
と

し
て
使
用
し
て
い
る
た
め
、
机
・
椅
子
・

棚
・
陶
芸
用
品
等
が
主
な
売
却
対
象
品
で

あ
り
、
建
具
や
照
明
器
具
等
の
設
備
は
一

部
の
み
売
却
対
象
と
し
ま
す
。

○
小
型
消
防
ポ
ン
プ
等
の
せ
り
売
り
に
つ

い
て

　
旧
世
羅
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
せ
り
売
り
会
場
で
、
不
用
に
な
っ

た
小
型
消
防
ポ
ン
プ
と
消
防
ホ
ー
ス
の
せ

り
売
り
を
実
施
し
ま
す
。

※
消
防
ホ
ー
ス
と
ポ
ン
プ
は
別
々
に
せ
り

売
り
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課　
管
財
係

　
☎
２
２

－

１
１
１
１
㈹

  

国
土
交
通
省　
三
次
河
川

 

国
道
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
の
道
、
事
前
準
備
で
安
全
走
行
！

　
冬
の
道
路
は
、
突
然
の
降
雪
や
、
急
な

温
度
低
下
に
よ
る
路
面
凍
結
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
の
走
行
は
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
や
立
ち
往
生
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
早
め
の
冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
又
は
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
の
携
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

世
羅
創
業
入
門
セ
ミ
ナ
ー

　
開
業
の
『
前
』
と
『
後
』
を
ケ
ア
す
る

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時
：
平
成
30
年
２
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
17
時
30
分

会　
場
：
世
羅
町
商
工
会

　
　
　
　
（
大
字
西
上
原
121

－

５
）

対
象
者

　
創
業
を
お
考
え
の
方
や
創
業
し
て
間
も

な
い
方
な
ど（
午
後
は
個
人
事
業
主
の
み
）

　
※
定
員　
午
前
・
午
後
と
も
各
20
名　

講　
師
：
あ
お
や
ま
会
計
事
務
所

　
　
　
　
税
理
士　
碧
山　
裕
二　
氏

工 事 名 世羅町消防団第３分団
第２部屯所用地造成工事

工 事 場 所 世羅町大字本郷
契約年月日 平成29年11月８日
工 期 平成29年11月９日～平成30年３月15日

工 事 内 容 造成工事　掘削工、盛土工、
ブロック積工、擁壁工

契 約 価 格 15,006,600円（税込）
予 定 価 格 19,274,760円（税込）

契 約 業 者
世羅郡世羅町西上原1592-1
(株)丸正商会
代表取締役　本川　宏之

＜机・椅子等のせり売り＞

対象施設
（場所）

旧世羅町農業者
トレーニングセンター
（大字本郷891番地４）

月　　日 12月22日（金）

時　　間

物品見学会：
　午前9時45分～
せり売り説明・開始：
　午前10時15分～

＜小型消防ポンプせり売り＞

場　所 旧世羅町農業者トレーニングセンター
（大字本郷891番地４）

月　日 12月22日（金）

時　間 物品見学会：午前９時～
せり売り説明・開始：午前９時30分～

詳　細
台数：８台
年式：不明（製造後20年以上経過）
状態：不明（動作保証なし）

有料広告

 

建
設
工
事
の
入
札
執
行
状
況

〈カリキュラム〉

10時～12時30分　創業≪準備編≫
　●「創業するには」～想いをカタチにする～
　●「開業届を出そう」
　　　～創業時に行う様々な手続きについて～
　●「資金繰りを考えよう」
　　　～開業資金・運転資金、準備と活用方法について～

13時30分～17時30分  創業≪確定申告編≫
　●「確定申告の仕組みと申告方法」
　●「作ろう！確定申告書」　

【お問い合わせ先】商工観光課　☎22-3216
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平
成
29
年
12
月
29
日
（
金
）
か
ら
平
成
30
年
1
月

3
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
年
末
年
始
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
落
書
き
等
に
よ
る
汚
損
や
ペ
ッ
ト
に
よ

る
破
損
、
飲
料
や
雨
に
よ
る
水
濡
れ
な
ど

で
傷
ん
だ
本
が
多
く
あ
り
ま
す
。
図
書
館

の
本
は
「
み
ん
な
の
も
の
」
で
す
。

　
次
に
読
む
人
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
心
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

「
殿
敷
侃 

逆
流
す
る
現
実
」

「
殿
敷
侃 

逆
流
の
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
」 

溝
上
義
寿　
様
よ
り

　
『
も
し
障
害
が
な
く
な
る
「
禁

断
の
実
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

僕
は
ま
っ
た
く
食
べ
な
い
で
す
ね
。

食
べ
た
ら
「
ダ
ウ
ン
症
の
イ
ケ
メ

ン
」
じ
ゃ
な
く
な
り
ま
す
か
ら
』

　
自
ら
を
「
ダ
ウ
ン
症
の
イ
ケ
メ
ン
」
と
呼
ぶ
著
者
は
現
在
30

歳
。
社
会
人
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
出
演
や
講
演
活
動

な
ど
、
ダ
ウ
ン
症
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

彼
は
、
毎
日
つ
け
る
日
記
の
最
後
に
必
ず
「
今
日
も
一
日
楽
し

か
っ
た
」
と
書
き
ま
す
。
「
み
ん
な
を
明
る
く
し
た
い
」
そ
ん

な
彼
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
一
冊
で
す
。

休館日　甲 山 図 書 館（☎22-4515）:水曜日
　　　　世 羅 図 書 館（☎22-1022）:木曜日
　　　　せらにし図書館（☎37-2511）:火曜日

図書館
からの
お知らせ 	「

今
日
も一日
、楽
し
か
っ
た
」

	

あ
べ
け
ん
太
／
著

貸出の多かった本
「九十歳。何がめでたい」	 佐藤　愛子／著	 ５回
「この世の春　上」	 宮部　みゆき／著	 ５回
「おれは一万石」	 千野　隆司／著	 ５回
「ぬか喜び」	 千野　隆司／著	 ５回

予約の多かった本
「九十歳。何がめでたい」	 佐藤　愛子／著	 ９件
「マスカレード・ナイト」	 東野　圭吾／著	 ６件
「ジゼル」	 秋吉　理香子／著	 ３件
「うちの猫がまた変なことしてる。３」	卵山　玉子／著	 ３件

甲山図書館 世羅図書館 せらにし図書館

新�着�図�書

【一般書】
「西郷どん！前・後編」 林　真理子／著
「アナログ」 ビートたけし／著
「琥珀の夢　上・下巻」 伊集院　静／著
「君たちはどう生きるか」 吉野源三郎／著
「１００歳の生きじたく」 吉沢久子／著
「落ちない汚れをラクに落とす掃除術」
 茂木和哉／著

「小さい林業で稼ぐコツ」
 農山漁村文化協会／編

【一般書】
「日の名残り」 カズオ・イシグロ／著
「ジゼル」 秋吉理香子／著
「さよなら、田中さん」 鈴木るりか／著
「百円の男ダイソー矢野博丈」 大下英治／著
「農業を繋ぐ人たち」 湯川真理子／著
「７０歳からの筋トレ＆ストレッチ」
 大渕修一／編著

「最新ミサイルがよ～くわかる本」
 井上孝司／著

【一般書】
「マスカレード・ナイト」 東野圭吾／著
「キラキラ共和国」 小川　糸／著
「天才 藤井聡太」 中村　徹／著
「自分を休ませる練習」 矢作直樹／著
「笑われる勇気」 蛭子能収／著
「いのち愛しむ、人生キッチン」
 桧山タミ／著

「老いた親のきもちがわかる本」 
 佐藤眞一／著

【児童書】
「ぼくのおおきさ」 殿内真帆／作・絵
「おさるのジョージほんやさんへいく」
 Ｈ.Ａ.レイ／原作

「いきものかくれんぼ」
 海野和男ほか／写真

「いやし犬まるこ」 輔老　心／著
「空飛ぶおべんとうツアー」 野中　柊／作
「あの町工場から世界へ」 理論社／出版
「イスラム世界やさしいＱ＆Ａ」 岩永尚子／著

【児童書】
「パンダおやこたいそう」
 いりやまさとし／作

「サンタちゃん」 ひこ・田中／作
「ぶつくさモンクターレさん」 サトシン／作
「ぼく、ママとけっこんする！」 のぶみ／作
「知ってる？陸上競技」 朝原宣治／著
「よくわかるＬＧＢＴ」 藤井ひろみ／監修
「命はどうしてたいせつなの？」
 大野正人／作

【児童書】
「こねてのばして」 ヨシタケ シンスケ／作
「ごはんはおいしい」 ぱく きょんみ／文
「にににんにんじん」 いわさゆうこ／作
「自分におどろく」 たなかかずお／文
「文様えほん」 谷山彩子／文
「発明家になった女の子マッティ」
 エミリ･アーノルド･マッカリー／作

「冬眠のひみつ」 近藤宣昭／監修

今月の
おすすめ

１月のおはなし会は、お休みします

【
図
書
館
の
休
館
に
つ
い
て
】

【
本
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
】

【
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
】



※都合により、変更になる場合があります。受診する前に医療
　機関へお問い合わせください。

救急医療（24時間体制）
　公立世羅中央病院（2次救急指定病院）	 ☎22-1127

人口と世帯
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10
月
届
出
分

　
お
健
や
か
な
成
長
を

　
　
　
お
祈
り
し
ま
す
。

（時間）9時～17時
  1日㈪ 公立世羅中央病院 ☎22ｰ1127
  2日㈫ 公立世羅中央病院 ☎22ｰ1127
  3日㈬ さともとクリニック ☎22ｰ0222
  7日㈰ うらべ医院 ☎25ｰ0116
  8日㈪ もだ内科クリニック ☎32ｰ5560
14日㈰ 正覚クリニック ☎25ｰ2251
21日㈰ 森岡医院 ☎22ｰ3110
28日㈰ 公立くい診療所 ☎32ｰ6111

※「広報せら」では発行月の前々月に届出のあった出生について、承諾された方のみ「すこやかに」の
欄へ掲載させていただいています。

1月

町県民税……………………………４期分
国民健康保険税……………………６期分
介護保険料…………………………６期分
後期高齢者医療保険料……………６期分

※住民基本台帳を基にしています。

11月末現在　（　）は前月比
○11月末現在の交通事故発生状況

	●火災出動

	●救急出動

	●火災の場合は…

	●救急の場合は…

建物 林野 車両 他 計

北 部 分 署 0 0 1 0 1

世 羅 町 0 0 1 0 1

交通 負傷 急病 他 計

北 部 分 署 0 11 34 11 56

世 羅 町 0 10 32 11 53

人口
男
女

世帯

（-40）
（  0）
（-40）
（- 5）

16,613人　
7,879人　
8,734人　
6,909世帯

今月の納付は…

納期限　12月25日(月）

町内の交通事故発生状況

11月の三原市消防署
北部分署出動状況

①火災場所（地区名・目印・道順など）
②火災状況（建物火災・林野火災など）
③通報者の名前・電話番号

①救急場所（地区名・目印・道順など）
②病気・けがの状況　　③通報者の名前・電話番号

区　分
町内の交通事故件数 町内の高齢者交通事故件数

平成29年 平成28年 増 減 平成29年 平成28年 増 減

人傷事故 31 43 -12 15 18 -3

死　　者 1 4 -3 0 1 -1

傷　　者 47 72 -25 17 16 1

物損事故 360 318 42 162 142 20

※詳細は広島県ホームページをごらんください

夜間の子ども救急電話相談（19時～翌朝８時）
プッシュ回線・携帯電話 局番なしの＃8000

それ以外の電話回線 082－505－1399

【お問い合わせ先】税務課収納係 ☎22-5300
　　　　　　　　　せらにし支所　生活課 ☎37-2111
	 後期高齢者医療保険料について
【お問い合わせ先】健康保険課　保険係 ☎25-0134
　　　　　　　　　せらにし支所　生活課 ☎37-2111

口座振替を利用される方は預金残高の確認をお願いします。
納税は口座振替で
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井
原
八
幡
神
社
の
歴
史
を
物
語
る
室
町
時
代
の
棟
札
で
す
。

 

棟
札
に
は
、
社
の
再
興
が
暦
応
２
年
（
一
三
三
九
）
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
明
応
２
年
（
一
四
九
三
）

の
御
宝
殿
造
立
の
棟
札
に
は
、
大
檀
那
藤
原
朝
臣
職
綱
（
鳶

ケ
丸
城
主
下
見
氏
）
の
名
が
、
天
文
10
年
（
一
五
四
一
）
の

棟
札
に
は
、
尾
首
城
主
湯
浅
氏
の
名
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

慶
長
20
年
（
一
六
一
五
）
の
棟
札
に
は
丸
山
対
馬
守
吉
次
が
、

元
和
５
年
（
一
六
一
九
）
の
棟
札
に
は
、
貝
氏
な
ど
の
名
が

記
さ
れ
て
い
て
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
．
明
応
２
年
（
一
四
九
三
）
奉
造
立
八
幡
宮
御
宝
殿

　
２
．
天
文
10
年
（
一
五
四
一
）
奉
造
立
八
幡
宮
舞
殿

　
３
．
天
文
10
年
（
一
五
四
一
）
奉
造
立
八
幡
宮
舞
殿

　
４
．
永
禄
11
年
（
一
五
六
八
）
奉
修
造
八
幡
宮

　
５
．
慶
長
12
年
（
一
六
〇
七
）
奉
造
立
八
幡
宮
舞
殿

　
６
．
慶
長
20
年
（
一
六
一
五
）
奉
造
立
八
幡
宮
御
宝
殿

　
棟
札
と
は　

　
棟
上
げ
の
時
に
施
主
や
大
工
の
名
前
、
施
工
年
月
日
な
ど

を
記
す
（
工
事
の
由
緒
書
き
）
木
札
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

工
事
の
安
全
と
、
将
来
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の
幸
福
や
、

建
物
の
末
永
い
存
続
を
祈
願
す
る
た
め
に
行
う
「
上
棟
式
」

に
お
い
て
、
屋
根
裏
に
あ
る
棟
木
に
打
ち
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
12
月
に
入
り
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

1
か
月
。
流
行
語
も
発
表
さ
れ
、
い

よ
い
よ
1
年
の
締
め
く
く
り
の
時
期

だ
な
と
実
感
す
る
こ
と
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
“
イ
ン
ス
タ
映

え
”
と
“
忖
度
”
が
流
行
語
大
賞
と

な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は
今
年

ど
の
よ
う
な
１
年
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。
最
近
で
は
、
「
あ
と
が
き
を
い

つ
も
読
ん
で
い
る
よ
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
わ
ず
か
200
文
字
程

度
の
あ
と
が
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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◆
あ
と
が
き

世
羅
町
指
定
重
要
文
化
財　

井
原
八
幡
神
社
棟
札
　
六
枚（
付

つ
け
た
り 

七
枚
）

甲
山
　
大
田
庄
歴
史
館
展
示・寄
託
保
管

原
所
在
地
　
伊
尾
　
井
原
八
幡
神
社	

　

指
定
年
月
日　
昭
和
59
年（一九
八
四
）５
月
15
日

「サザンカ」
花言葉は「困難に打ち克つ」「ひたむきさ」
寒さが強まる初冬にかけて花を咲かせるこ
とに由来するといわれているそうです。

※「広報せら」では発行月に満１歳になるお子さんについて、承諾され
た方のみ「Happy Birthday」の欄へ掲載させていただいています。




